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下のそれぞれについて、正しいものには○、間違っているもの

には×をつけなさい。 
 
×１．１８５１年、ジョサイア・クリーシー船長の「フライン

グ・クラウド」号は、太平洋を航海していた。 
○２．この船は、当時としては考えられないような高速で航海

していた。 
○３．この船がちょうど航行していたケープ・ホーン周辺は、

たいへん危険な水域である。 
×４．このときこの船では、太陽や星を観測しながら、自船の

位置を計測していた。 
×５．この船では、船の進行方向を立案するのは船長の仕事で

あった。 
○６．“Dead Reckoning”とは、太陽や星といった手がかりなし

に、自船の位置を推定する方法のことである。 
○７．“Dead Reckoning”によって自船の位置を推定するには、

船の進行方向や速度、そして潮の流れを知る必要がある。 
○８．エレノア・クリーシーの推計した自船の位置は、ちょう

どぴったり的中していた。 
 
×９．ナビゲーションの新たな方法が開発されたのは、上の「フ

ライング・クラウド」号の物語の直後のことである。 
×１０．最新のＧＰＳを使っても、天候の不順なときには正確

なデータが得られないことがある。 
○１１．ＧＰＳ装置は、人工衛星から情報を受け取る。 

×１２．人工衛星は、地上の全てのＧＰＳ装置を監視していて、

それぞれのＧＰＳにその位置情報を個別に送信してくる。 
○１３．ＧＰＳ装置は、人工衛星から送られてくる情報をもと

にして、自分自身の位置を算出する。 
○１４．ひとつの人工衛星から送られてくる情報だけでは、Ｇ

ＰＳによる位置の特定には十分ではない。 
×１５．ＧＰＳによって、自分の位置はわかるが、自分の運動

の方向や速度まではわからない。 
 
○１６．ＧＰＳで使われる人工衛星は、アメリカのものである。 
○１７．ＧＰＳの人工衛星は、当初は軍事目的で開発された。 
×１８．レーガン大統領は、大韓航空事件の教訓から、衛星の

情報の利用には特別の許可が必要であると定めた。 
×１９．大韓航空事件とは、ソ連の戦闘機の誤射によって、韓

国の飛行機が撃墜された事件である。 
 
×２０．当初、衛星からの情報は、故障のため正確さに欠けた。 
×２１．アメリカ国防省は現在も、ＧＰＳの人工衛星が発信す

る情報が敵に用いられることを懸念している。 
×２２．ＧＰＳ装置は、１０センチの精度で位置を特定できる。 
○２３．ＧＰＳ装置には通常、カラーや白黒のテレビのような

受信機がついている。 
○２４．コンピュータと結ばれたＧＰＳ装置では、情報を入力

すると、行き先まで道案内をしてくれる。 
 

２４問中   問できました。 
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